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ロータリーの兄弟･姉妹の皆さん　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　1885年、『ロンドンタイムズ』は、ビクトリア女王によって騎士
に叙された、イギリスの資本家で慈善家のモーゼス・モンテ
フィオーレ卿の100歳の誕生日に栄誉を表して論説を連載し
ました。この論説では、彼の誠実で寛容な精神や、困ってい
る人がいれば助けにかけつけるという彼の心意気が述べら
れています。中でも１つの物語が特に印象に残りました。

他の人 と々分かち合うこと

　ある人が、当時、富豪の一人であったモーゼス卿に、自分
自身の価値がどれくらいだと思うかと質問しました。このよう
にぶしつけな問いかけに直面して、彼は少し考えて数字を
挙げましたが、それは質問者の期待にははるかに及ばない
ものでした。当然のことながらその回答は反論を呼びました
。確かに、間違いなく彼はその10倍の価値がありました。モ
ーゼス卿はちょっとほほ笑んで「若者よ、君は私にどれくらい
もっているかを聞かなかった。どれくらいの価値かを聞いた。
だから私はこの一年間に慈善事業にいくら使ったかを計算
してみた。それが君への返事の数字なのだ。おわかりのよう
に、人生で他の人 と々分かち合うことをいとわない分だけが
私たちの価値なのだ」と答えました。
　私たちが自分自身の価値を計算する時、その価値は自分
たちが何を持っているかで考えますか。それとも、持ってい
るものをどう使うかで考えますか。人間は皆同じ価値がある
と言う時、私たちは文字通りの行動をしているでしょうか。
　ロータリアンであるということは、私たちの資源の全てをさ
まざまな角度から見ることができるということだと信じていま
す。自分が持っているもので何をなすのが最善の選択なの
でしょうか。何を選択すれば究極的に私たちが最も豊かで
あり続けられるのでしょうか。

人々の生活を変えるロータリー財団

　ロータリーにおいて、私たちは皆、世界のとても多くの地
域で大きなニーズがあることを認識しています。そして私た
ちは皆、ロータリー財団を通じてどれほどの援助ができるか
も知っています。もし私たちが望めば、私たちは人々の生活
を変えることができ、希望を呼び戻し、未来を築くことができ
るのです。
　人生はすべてが選択です。私たちは自分のものを自分自
身のためにとっておき、他人の問題は自分には関係ないとい
い切って、他人のニーズに目をつむるという選択をすること
はできますが、距離を超え、皮膚の色を超え、言語や着てい
るもの、そして文化を超えて目を向け、どこにいる人も自分た
ちと同じなのだと考えて、立ち去るのを拒否することを選択
することもできるのです。

価値を決めるもの

2011-2012年度 RI会長
カルヤン・バネルジー

RI会長メッセージ



2

ポール・ハリス語録の中に「ほほえみは友情のしるしです。あなたの中に沢山あります。しま

っといたままにしないで下さい。時と場所を選び、ほほえみかけて下さい。その有益な効果は、

永遠不滅の門に達するでしょう」（ロータリアン誌、1934年2月号）

また「ほほえみにお金はいりません。ですが、人生の小道を素晴らしく輝かせてくれます」

（ロータリアン誌1915年11月号）とあります。

さらに、人生行路に励ましを与えてくれるものは「ほほえみ」　友情を喚起するのも「ほほえ

み」　「ほほえみ」は人の心の嵐を鎮めてくれるもの　と言っておられます。

公式訪問真っ只中です。一クラブ一クラブ裃を付けて慎重に、緊張しながらの複雑な気分

での訪問です。ガバナーを終えてすでに１９年、いまさら傘寿を迎えた「おいぼれ」の出る幕でないことは誰よりも私自身が充分

承知しております。地区内にはたくさんのパストガバナーがおられるのになぜ私なのか。

考える余裕もない。ＲＩ会長直々のメールではノウと言えないイエスの世界　時間が欲しい　時間がない　しかも平和時で

ない　この重責を担げるか　やらねばならない　受けたのだから　なんとしてもやらねばならない　気ばかりが先に出る　今

一度自分自身を見つめ直そう　落ち着け落ち着けと声をかけながらの公式訪問です。行きは裃を付けて行きますが帰りはまち

まちで、裃がそのままの場合と、裃の上だけ脱いで帰る日もあり、上も下も脱いで気が晴 し々て帰る日もあります。こんな日が段々

と多くなってまいりました。（自己錯覚でしょうか）

会長・幹事さまとの懇談会はたっぷり１時間を頂き、互いに言いたいことを言い合い本音で語り合い、風通しを良くすることに

心がけています。お相手は皆様素晴らしいロータリアンです。しかも本年度クラブの顔の会長・幹事様です。話せばわかってもら

えます。少しは分かっていただけたのではないでしょうか。さらに例会場で会員の皆様に私の願いを訴えました。二度とあっては

いけないルール違反でした。カルヤン・バネルジー会長の「世界」を、会長の「心」をもっと伝えなければなりませんのに、私は２６４

０地区の修復する手立てを話すため時間が足りません。平和を取り戻すためにやむを得ないと考えています。

私の感触は修復されつつあると見ております。（これも自己錯覚でしょうか）途中体調不良でダウン　４クラブにご迷惑をおか

けしましたが残り３０クラブほどになりました。これ偏に手厚いご支援を頂いています地区代表幹事を始め地区役員の皆様のお

蔭です。感謝・感謝です。自己管理をしながら全う致しますのでさらなるご理解とご支援をお願い申し上げ公式訪問の中間報

告とさせていただきます。

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平

ガバナーメッセージ

笑顔で握手　とりもどそう友愛の輪を
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ロータリー財団月間にあたり、ロータリー財団の父と言われていますアーチＣ．クランフ（Arch 

C. Klumph）の人となりとその後財団がどのように展開して行ったのか、簡単に述べさせて頂

きます。

ロータリー財団の始まりは、ポール・ハリスがロータリーを創設した12年後の1917年、米国ジョ

ージア州アトランタで開催された国際大会において、アーチＣ.クランフが「全世界的な規模で

慈善・教育・その他社会奉仕の分野でよりよきことをするために基金をつくろう」と提案したこと

に端を発し、その基金が数ヶ月後に、米貨26ドル50セントの最初の寄付金から始まり、やがてロ

ータリー財団に発展して行くことになります。1928年ミネアポリスの国際大会でロータリー財団

と名付けられ、1931年信託組織となり、1983年に米国イリノイ州法の法令の下に非営利財団

法人となったのであります。

アーチC.クランフは、貧しい少年時代を経て、米国オハイオ州クリーブランドで実業家として大をなした立志伝中の人物です。ま

た、アーチC.クランフは、フルート奏者（14年間クリーブランド交響楽団の団員）やスポーツマンとしても活躍しました。アーチC.クラ

ンフは、国際ロータリーの新定款を起草する委員会の委員長として、地区を設け、地区ガバナー職をつくり、年次地区大会を確

立した書類の責任者でした。また、アーチC.クランフは全ロータリー・クラブのために標準ロータリー・クラブ定款と細則を書き上

げ、それは1915年に採択されました。ロータリーの初期において、アーチC.クランフの仕事は、ロータリーの発展の基礎を築くこと

でした。

1912年から1913年にかけて、アーチC.クランフはクリーブランドの会長を務めました。友人たちはアーチC.クランフを次のように

評しています。「寝てもさめてもロータリー」の人間であると。当時ですら、アーチC.クランフは、何時も将来に目を向け、ロータリー

がよい仕事を続ける方法を模索していました。アーチC.クランフがロータリーにかける夢の一つを初めて吐露したのはクリーブ

ランドＲＣの会長のときでした。クラブ会長の最後のスピーチで、今後、クラブが多くのことができるように「非常時基金」を作るこ

とを提案しました。「非常時基金」の提案は、4年後のアトランタの国際大会で、「ロータリーが基金をつくり、何かよいことをしよう

ではないか」という形で再登場します。各地のロータリアンが目先の世界の出来事に目を奪われている第1次世界大戦中にアー

チC.クランフの夢が提起されたということは、アーチC.クランフの理想の素晴らしさのあかしと云えるのではないでしょうか。第1

次世界大戦のさなかにロータリー財団の原型が誕生したのです。

アーチC.クランフは、また次のように述べています。「われわれはこの財団を今日明日の時点ではなく、何年、何世代の尺度で見

つめるべきです。なぜなら、ロータリーは幾世紀にもわたる運動だからです。」

アーチC.クランフは、ロータリーを不滅にする手段として基金を構想していました。「ロータリー財団は、レンガや石の記念碑を建

てるものではない。たとえ、大理石に碑銘を刻んだとしても、やがては崩れてしまうだろう。真鍮を使ったとしても、いつかは汚れて

しまうだろう。だが、心の中に碑銘を刻むなら、そしてロータリー精神と、神をおそれ同胞を愛する気持ちを吹き込むならば、われ

ロータリー財団月間に寄せて
「ロータリー財団の父　アーチC. クランフ」

地区ロータリー財団部門カウンセラー

亀岡　弘パストガバナー
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われが刻んだものは永遠に輝き続け、文明の続く限り、ロータリーを不滅のものとするだろう。」

時は経過し、1947年1月27日に、ポール・ハリスが逝去しました。当時70カ国以上30万人以上のロータリアンがロータリーの創始

者の死を悼みました。しかし、ポール・ハリスの逝去は、財団の転換点になり、寄付が国際ロータリーに相次いで寄せられるように

なりました。財団は、ポール・ハリス記念基金を設けポール・ハリスに敬意を表したいロータリアンに対して、財団への寄付をお願

いしました。その反響は素晴らしいもので、翌年の7月までに、米貨130万ドル以上が寄付されました。

1947年には最初の財団プログラムが実現され、それは高等研究奨学金と呼ばれるもので、これが最初のロータリー国際親善

奨学生でした。財団の発展は、プログラムを開発したときに始まりました。世界中のロータリアンの心をとらえたプログラムだったの

です。どのプログラムもロータリーの理想を掲げ、育むものばかりでした。

1957年に、ロータリー財団は、財団の活動に寄付した人々への感謝を示す手段として、自ら、または第3者の名義で財団に米貨

1,000ドル（または相当額）を寄付すると、ポール・ハリス・フェローとして認証されるようになりました。

保健、飢餓追放および人間性尊重プログラム（Health, Hunger and Humanity Program

―3-H)開発のため75周年記念基金（1979̃1980）の設置を決定しました。3-Ｈプログラムの目的は、国際間の理解、親善および

平和を促進するための方法として、人々の健康状態を改善し、飢餓を救済し、人間的社会的向上発展を図ることです。

　ロータリーは、個人奉仕から一歩踏み出して、新しい道を歩み出しました。この3-Ｈプログラムから、ポリオ・プラス・プログラムや

ロータリーボランティア・プログラムが生まれました。財団プログラムも世界のニーズともに多様化し、寄付も、会員数にかかわりなく、

増え続けています。

　ところで、21世紀に入り、ロータリー財団は変革の時を迎えました。20世紀のロータリー財団とその補助金構成は、もはや過去

のものとなってしまい、変えるべきところは変えなければ、21世紀の最終目的地へと私たちを導く役割を果たすことが出来なくな

りました。これが「ロータリー財団の未来の夢計画」でその実施が2013̃14年度からとなり、新しい補助金構成がロータリー全体

に導入されます。これに関しては2012年１月に当地区において財団セミナーを実施し、各クラブに啓蒙するよう準備しています。

“ Doing good in the World ”
Arch C. Klumph

ロータリー財団月間に寄せて
「ロータリー財団の父　アーチC. クランフ」
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地区会員の皆様方には多額のロータリー財団へのご協力を頂き誠に有難う御座います。２０

１３‐２０１４年度からロータリー財団未来計画によりシステムが大幅に変更されることになって

います。それに伴い来期より早々に準備を始めなければ財団補助金を受取ることが遅れてし

まったり、受領できないことが起こりかねます。２６４０地区は従来、地区割り当てのDDFをすべ

て国際親善奨学生の為に使ってきました。未来計画では、新地区補助金（Rotary Founda-

tion District Grants）とグローバル補助金（Rotary Foundation Global Grants）及びWF

を利用してプログラムを実施することになります。新地区補助金は、地区の３年前の年次プロ

グラム基金寄付と恒久基金の収益を原資として地区に支給されます。地区は毎年、ＤＤＦの５

０％までを申請することができます。簡素化された新地区補助金はクラブと地区は海外、地元を問わず、比較的小さな教育的活

動、人道的活動を支援します。使用出来る金額は従来の半額となり、使用目的も国際奉仕（ロータリーのある国、ない国でも利

用可能）、新世代奉仕、社会奉仕、職業奉仕、海外または国内大学の奨学金、災害救援等にも利用可能です。新地区補助金

は日本語の申請書を地区ロータリー財団委員会に提出していただきます。一方、グローバル補助金はＤＤＦの５０％までの金額

で、長期的な持続性のある成果に的を絞り、ロータリアンによる参加など、特定の基準を設けています。グローバル補助金は６つ

の重点分野を支援するものです。①平和と紛争予防・紛争解決②疾病予防と治療③母子の健康④水と衛生設備⑤基本的教

育と識字率向上⑥経済と地域社会の発展に活用されます。グローバル補助金はすべてインターネット上で申請書を提出し、RI

の担当者の指示にしたがって付属文書等の必要書類を提出の上、審査を受けて頂きます。可否はインターネット上かメールで

知らされると思われます。グローバル補助金を利用しようとするクラブは、その年度のクラブ担当会員１名と、会長エレクトが「RI

の会員アクセスに登録することが必要です」。ここに登録することで、会長は◎ベネファクター報告書◎クラブ認証概要報告書

◎寄付者履歴報告書◎「毎年あなたも１００ドルを」報告書◎月次報告書の閲覧がその年度中可能となります。WFは上記の2

補助金を引いた残額が当てられます。財団寄付も大幅に変更され、寄付時に使途指定が出来るようになる予定です。このよう

にロータリー財団が大きく変貌しようとする中、地区ロータリー財団委員会では、２０１２年１月中にロータリー財団セミナーを予定

しております。関係者の皆様のご参加を頂きまして実りのあるセミナーとなるように、皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。

ロータリー財団の未来について

地区ロータリー財団委員会 委員長

豊澤　洋太朗
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　「撲滅が可能な数少ない伝染病の一つがポリオです。」1985年のポリオ・プラス・プログラム

の発足以来、全世界のポリオ感染数の減少は99パーセントとなり、残りわずか1パーセントとな

っています。また、ポリオ常在国も125カ国から4カ国に減少し、毎日ポリオにより麻痺障害を患う

子供の数も1,000人からわずか3人と激減しています。これまでにこの活動に参加したボランテ

イアの数は2,000万人、予防接種を受けた子供の数は25億人、予防接種を受けなかったら障

害を患っていた人の数は500万人、ポリオワクチンと共に投与されたビタミン剤のお陰で命が

救われた人の数は150万人とその効果が絶大であることがよくわかります。

　ポリオ・プラス小委員会は、ロータリーのポリオ撲滅活動について、ロータリアンや一般の人

に伝え、募金活動を実施します。その責務は

１、ロータリアン、クラブ、地区にポリオ・プラスへの寄付（DDF寄贈含む）を奨励する。

２、1年に少なくとも1回、地区でポリオ・プラス募金活動を実施する。

３、地区ロータリー財団委員長、地区広報委員会、地区ガバナーと協力して、ポリオ撲滅のためのクラブと地区の模範

的な活動を表彰する。

４、地区のロータリー財団研修の一部として、ポリオ・プラスの発表を行う際に、ガバナーと地区研修リーダーを助ける。

５、ポリオ撲滅活動を実施するため、国または地域のポリオ・プラス委員会、政府機関、他団体との協力を調整する。

６、DDFの配分について意見や助言を提供する。

などが挙げられます。

ポリオ・プラス小委員会の構成は、地元でのポリオ発生状況によって異なります。

我国のようにポリオ常在国でない国では、ロータリーのポリオ撲滅活動の推進に焦点を当て、資金推進小委員会と共にロータリ

ーの2億ドルのチャレンジへの寄付を募ります。

（ロータリアンはこのチャレンジに向けて、すでに1億4,120万ドルを集めました）

目前に迫った、世界がポリオから解放されたと証明される日が来るまで、ポリオ撲滅が引き続き国際ロータリー

とロータリー財団の第一の目標である事をよく理解していただき、今までと変わらぬご支援ご協力をよろしくお

願い致します。

「世界ポリオ撲滅推進計画」

地区ロータリー財団ポリオ・プラス小委員会 委員長

上田　俊夫
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２０１１年３月１１日に東日本大震災が起こり未曾有の被害をもたらしました。この東日本大震災

に対し「公益財団法人ロータリー日本財団」は被災地の復興及び被災地の支援のために「ロ

ータリー東日本震災復興基金」を設立致しました。

被災地よりこの基金への応募が多数寄せられており、どのプロジェクトも素晴らしく又、申請金

額も多いとのことです。

そこでお願いなのですが、皆様の基金への寄付をロータリーの精神にのっとり、より一層して

いただいてできるだけ多くの支援を行いたいと思います。

この基金全額がロータリー財団の補助金プロジェクトを通じて、被災地の復興と被災された

方々の支援に使われます。

２０１１年１２月３１日までの個人寄付はポイントが付き、ポールハリスフェロー、メジャードナーなどのロータリー財団の認証の対象

となります。

又、個人または法人で寄付をすると「特定公益増進法人」への寄付金として取り扱われ税制上の優遇処置が認められます。

皆様方の御協力で本基金への寄付に全力を挙げて取り組みたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

地区ロータリー財団資金推進小委員会よりのお願い

地区ロータリー財団資金推進小委員会 委員長

藤田　正俊



新入会員紹介



新入会員紹介
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南出　正太郎 様
(和泉RC)

1945年1月3日 生

2011年9月7日 死去

駒ヶ峯　幹雄 様
（和歌山南RC)

1960年11月13日 生

2011年9月11日 死去

訃報
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ＰＨＦ・ベネファクター（2011年9月分）

米山功労者（2011年9月分）

Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー / 数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ＢＥ・・・ベネファクター
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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　価値を決めるもの　Ｐ1
ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー

バネルジーＲＩ会長は、「私たちが自分自身の価値を計算する時、その価値は自分たちが何を持っているかで

考えますか。それとも、持っているものをどう使うかで考えますか。私たちが人間は皆同じ価値があるというと

き、私たちは文字通りの行動をしているでしょうか」と問いかけています。そして、「もし私たちが望めば、私た

ちは人々の生活を変えることができ、希望を呼び戻し、未来を築くことができるのです」と述べています。

水をきれいにまじり気なく　問題を解決したグローバル補助金　P6-13
THE ROTARIAN11月号

未来の夢計画のグローバル補助金活用例を紹介しています。試験段階の最初の年に当たる2010－11年

度、ロータリー財団は、総額1,200万ドルに相当する、208件のグローバル補助金を授与し、46の国における大

規模で持続可能性の高いプロジェクトを支援しました。

ロータリー財団特別功労賞・功労表彰状受賞者　Ｐ21
THE ROTARIAN11月号

2010－11年度ロータリー財団特別功労賞および功労表彰状の受賞者が発表されました。

ロータリー入門　GLOBAL OUTLOOK　 THE ROTARIAN 11 月号　Ｐ41-48
特集：ロータリアンのためのポリオ・プラスの「プラス」入門

ポリオ・プラスの「プラス」の意味は、スタートした時と今とでは変わってきています。1985年以来、ポリオを撲滅

するための取り組みによる恩恵。今ではそれらを「プラス」という言葉で表すようになりました。それらの恩恵

は他の感染症の対策にも恩恵を及ぼしています。

バンコクの交通　Ｐ50-51
THE ROTARIAN10月号

2012年5月6～9日にタイ・バンコクで開催される国際ロータリー年次大会（国際大会）の交通案内です。詳細

はＲＩウェブサイトの国際大会ページ（www.rotary.org/ja/convention）をご覧ください。

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』地区だより
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地区関連記事

縦組み ロータリー俳壇　歌壇　柳壇　Ｐ12-13
柳壇

古道歩き森林浴が身に沁みる　　　　　新宮ＲＣ　　塩﨑公浩

なでしこは帰ってきたらシンデレラ　　御坊南ＲＣ　柚瀬　清

バナー自慢　Ｐ15
岸和田北ＲＣ

横組み 心は共に７　Ｐ34
台湾のクラブと協同で小学校を支援　松原ＲＣ

紀南地域に台風１２号、その時・・・・・　　Ｐ37
第2640地区の救援活動　　堺フェニックスＲＣ　米田眞理子

ROTARY掲示板　P56
事務所住所変更　

堺中ＲＣ

〒599-8237　堺市中区深井水池町3194　ロイヤルハイツ深井106号

修正　　P57

8月号横組みP31、Eクラブのロータリーイークラブサンライズオブジャパンの名称は、英文表記の

Rotary E-Club Sunrise of Japanになりました。

縦組み記事

夢を諦めずに……　諦めないかぎり夢は続く　Ｐ2-6
興南高等学校理事長・硬式野球部監督　我喜屋　優

監督は、花を咲かせることも大事かもしれません。しかし、根っこ作り、水をかけて風を送って、光を当てるとい

う仕事を失った時に、間違いなく、子どもはしなびてきます。でも、きちっと一人ひとり見ておけば、作物や木を

育てるのと全く一緒で、選手たちは生き生きとしてきます。

ロータリー・アット・ワーク　Ｐ23
ソフトテニスの普及を目指し２０年　　　御坊ＲＣ

めざそう！あいさつ日本一　　　　　　　羽曳野ＲＣ



 
 
 
 
 

9 月までの寄付金は前年同期と比べて 6.7％減、約 2,400 万円減少の 3億 3,500 万円となりま

した。普通寄付金が 1.7％減、特別寄付金が 13.4％減と、出足の悪かった普通寄付金が前年度並

みに戻りつつあります。前月号でもご案内しましたが、普通寄付金も税制優遇の対象となってい

ますので、領収証をご希望の場合には申請期限の 10 月末日までにデータをご提出ください。 

10 月は米山月間です。10 月から 12 月までの 3カ月は、１年間の特別寄付金の約半分をご送金

いただいている重要な時期です。月間用資料をご活用いただき、当会事業への理解を深め、更な

るご支援をよろしくお願い申し上げます。 

9 月 8 日に都内で開催されたガバナーエレクト研修セミナーで、板橋敏雄理事長と坂下事務局

長が 40 分間、米山記念奨学事業の現況説明を行いました。また、配偶者プログラムでは、ＤＶ

Ｄ「すばらしい贈り物」12 分版を上映後、米山学友 2人がスピーチをしました。 

ネパール政府の公式通訳者であり、テレビのコメンテーターとしても活躍中のジギャン・クマ

ル・タパさん（ネパール／2008-09／横浜たまＲＣ）は、来

日して直面した苦労話やネパールの教育事情、米山奨学生

となって得たロータリーとの絆について、時に笑いを誘い

ながら聴衆を惹きつけました。母国の子どもに絵本を贈り、

女性の自立支援活動に携わるチャンタソン・インタヴォン

さん（ラオス／1983-86／東京銀座ＲＣ）も、「今、私がこ

うした活動を頑張れるのはロータリーに出合ったおかげ」

と力説しました。2 人のスピーチ後は活発な質疑応答がな

され、「もっと話を聞きたかった」と、名残を惜しむ声が聞

かれました。 

米山って何？寄付の成果は――？米山奨学事業をロータリアンにご理解いただくためには、奨

学生・学友の声を直接お聞きいただくことが一番ですが、米山月間資料として全クラブにお送り

した資料に加え、下記の資料をお使いいただけます。 

→ホームページから視聴できます。ご要望があればＤＶＤをお送りします 

 ＨＰからダウンロードできます。

説明者用メモ付き。 

10 月 20 日頃、ガバナー事務所宛てに送付。在庫があ

る限りクラブからも注文可能（無料） 

巻き取り式でコンパクト収納。8,000 円。 

注文から 1週間ほどで納品できます。 



 

台風 12 号によって、大きな被害の出た第 2640 地区（大
阪府南部・和歌山県）。「現地で少しでも役立ちたい」と同
地区学友会から声が挙がり、9 月 24・25 日の 2 日間、奨
学生 10 人と地区米山委員会メンバーら 9 人が被災地に赴
き、浸水した家屋のふき掃除や家財の運び出しなどのボラ
ンティア活動を行いました。 
参加した奨学生の一人、中国出身の曲航萍さん（富田林
ＲＣ）は、「被災地の様子を実際に見て、非常に心が痛み
ました。これからの生活はとても大変だと思うので、少しでも力を貸したい。希望を伝えたい」
と語りました。また、ともにミャンマー出身のピューピューテッコさん（貝塚ＲＣ）とピョピョ
ウェーさん（関西国際空港ＲＣ）は、「ロータリアンの皆さんに教えていただいたのは、人と人
とが助け合う精神。片付けたお家の方から、笑顔で『ありがとう』と言われたときは、思わず涙
がこぼれるほど感動しました」と、揃って感想を寄せてくれました。 
同地区米山奨学委員長の谷野一彦氏は、「今回、学友会の学生たちから申し出てくれたことが
とても嬉しく、彼らの気持ちを形にしたいと思いました。参加した奨学生は皆、一生懸命がんば
り、達成感を感じたようです。今後の活動にもプラスになるでしょう」と、語っています。今回
の活動は、9月 27 日付の地元紙・熊野新聞の一面に掲載され、紹介されました。 

10 月 7 日、山形市内のホテルで「モンゴル国際フォーラム」（主催：山形北ＲＣ）が開かれ、
かつて山形北ＲＣの米山奨学生だったジャンチブ・ガルバドラッハさんと、彼が母国に設立した
「新モンゴル高校」の卒業生 8人が、それぞれの夢や日本の留学生活を語りました。 
ジャンチブさんが米山奨学生だったのは 1998～99 年。「モンゴルに国際標準の 3年制高校を作
りたい」という彼の夢を、山形北ＲＣを中心に多くの一般の人が「柱一本の会」の会員となって
支援し、2000 年に新モンゴル高校が設立されました。10 年が経った今、屈指の私立高校へと成
長しています。「ジャンチブは今でも皆の気持ちを胸に頑張っている。10 年の節目を迎えて、わ
れわれとの絆がまだしっかりとあることを確認し、柱一本の会に協力してくれた人たちや、当時
を知らないロータリアンに、その後のことを知ってもらいたい」と、この企画を発案した酒巻満
会員は言います。会場には柱一本の会の元支援者や地元の高校生など約 120 人が集まり、熱心に

耳を傾けました。 
「新モンゴル高校はすでに“良い学校”で

すが、今後は“偉大な学校”にしたい。偉大
な学校とは、卒業生一人一人が人類のために
尽くし、幸福な人生を送る人間になること。
私は“人”の懸け橋を作りたい」と、ジャン
チブさんは今後のビジョンを語りました。 
スピーチした卒業生の一人、映画監督にな

る夢を持って桜美林大学に通うゾルジャルガルさんは、「私がここに立っているのは皆さんのお
かげ。皆さんは、ジャンチブ先生の学校を作る夢を応援してくれただけではなく、私を含め卒業
生の夢も応援してくれた。そのことを毎日、心から感謝しています」と述べ、ジャンチブさんへ
の支援が若い世代の夢を育て、何倍にも広がり開花していることを感じさせました。この日の夜、
8人の卒業生たちはそれぞれ山形北ＲＣ会員の自宅にホームステイし、新たな絆を育みました。 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「RIテーマの解釈」　田村泰三　2011　1p　（D.2710月信）

◎「東西ロータリーの温度差」　久野 薫　2011　5p　（D.2680月信）      

◎「あなたの背中で会員増強を」　久野 薫　2011　4p 　（D.2680月信）

◎「会員増強について－急がば回れ」　上野 操　2011　1p 　（D.2580月信）

◎「会員増強および拡大月間にちなんで」　模 泰吉　2011　1p 　（D.2680月信）

◎「次の時代を担う若手会員の増強とベテラン会員に敬意を」　松田健一　2011　1p　（D.2600月信）

◎「クラブ・リーダーシップ・プラン(CLP)について」　小林完治　2011　1p　（D.2690月信）

◎「規定審議会(CL)について」　服部芳樹　2010　3p　（D.2630月信）

ガバナーマンスリーから

文庫通信
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お知らせ

帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校インターアクトクラブ

泉州KUMATORIロータリークラブ

会長

幹事・インターアクト委員長

帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校　校長

インターアクトクラブ 顧問

インターアクトクラブ 会長

田中　泰吉

堀本　　誠

脇田　忠昭

岡　　憲司

嶋田絵理香

日時 ： 2011年10月30日（日）　11時

場所 ： 帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校

認証日 ： 2011年10月5日

認証状伝達式

＜スポンサークラブ＞
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出席報告（2011年9月）



〒590-0021
大阪府堺市堺区北三国ヶ丘町１丁１番１６　Ｃ棟１４号
ＴＥＬ：０７２－２２４－２６４０
ＦＡＸ：０７２－２２４－２６５０

Ｅ－mail： osawa-2011@rid2640g.org
ＨＰアドレス：http://www.rid2640g.org/osawa/

2011-2012年度ガバナー事務所


